








































































































































































































するものであろう。ここでオオナムヂは、首長の資格を手に入れたことが示される。 「天の沼琴」は、玉飾りのついた神託の呪具で、「オオクニヌシ」 （＝大きな国の支配者）が政治的な面での名であるとすると、 「ウツシクニタマ」 （＝生きながらの国の神である祭司王）は、宗教的支配権を持ったという名
注４
であろう。すなわち、スサ

































































































イザナミの大神が黄泉の国に行ったように、イザナギの大神も「葬られ」たとは書かれていない る。 『古事記』は「淡海の多賀に坐す」とあって、中つ国に、おそらく不老不死の存在で今も坐す、のであろう。したがって、そ 後、ネノカタス国に住むというスサノヲ とこ が、イザナミのいる常夜の国、黄泉の であるは

























（ 『古事記伝』など） 。しかし、闇黒の「常夜」に対して、 「常世」（トコ＝永久・永遠に変わらない国。ヨ＝寿命、生涯、時代、世間の意）は、 「不老不死にして豊饒の国」であり、神々の世界、祖霊となって行き着くところであろう。オオナムヂが訪れたのも、この神々の世界、祖霊の世界としての「根の堅洲 るから、簡単にスセリヒメを伴って戻るこ が きたのである。折口信夫によると、日本人は、最初に海の彼方ワタツミ 妣 国」 「常世」を観たが、海辺から平野、山中に生活が移ってくると、日本人の異郷意識である山中他界が明確化し、山の彼方ヤマツミから さらにそれを、天（高天原）からと考えるよう なったのではない
か注８
と考え









































































































































































































































































































































と、三面六臂で忿怒の形相を持った荒々し 神であっ 。これが仏教に取りこまれると、仏法を守護する戦いの神、自在天の化身として、天部胎蔵界曼荼羅の最外院に置かれた。これが中国 伝わると、性格が一変、唐代には一面二臂の柔和な顔となって 寺院の厨
大国主伝承の一考察9

























































































































































には著けじ」 （ 『出雲国風土記』飯石郡須佐郷） し、地名「須佐」と命名したようにである。命名は《国造りの完成宣言》といえるのではないか。Ａ、の歌「妹・背の山の名」も、そのような「国造
り」の結果として命名されたもの、と受け取ったためだったのであろう。
Ｄ、では、 「志都の石室」が歌われている。①島根県大田市静間
































































りの一環と見なされよう。スクナビコナ神は、結局、粟茎に じかれて常世に帰ったと伝えるのは、特にスク ビコナが「粟作を推進めた神」だったからで ないだろうか 大林太良 焼畑農法による粟かとする
注６
。











の勢力争いであったのであろうか。それはともかく、このような「出雲人」の活動によって、全国的に出雲文化が地方に流布し、出雲の神が祀られていったものと思われる の証 して、旧官国幣社でいえば、大和の大和神社・武蔵の氷川神社・能登の気多神社・讃岐の金刀比羅宮・常陸の大洗磯前神社・三河の砥鹿神社・伯耆の大神山神 ・日向の都農神社・石狩の札幌神社があげられる。また、そのほか丹後の宮津神社・播磨の伊和神社・美作の中山神社・越中の高瀬神社・安房 小鷹 越前 高木 近江 建部社・佐々木神社・山城の五条 社・越中の天 神社・羽前の田河神社などもあげられよう。 『延喜式』巻九・十「神名帳」式内社だけでも、出雲の神は百八十七座にもなり、それは、 の 二百八十六座・伊勢の神二百五十三座に継ぐ多さである。ともかく、全国的である点にオオクニヌシ 神の特徴があるといえ のである。
このことを武蔵野国一ノ宮である氷川神社から考えてみよう。高
































しき」とあり、 『伯耆国風土記』では、粟 種を蒔き、穂がた わに稔ったところでその粟にのぼったところ と補足している。
岩下　均 14
スサノヲによってオオゲツ媛（＝偉大な食物の女神）が殺され



















































たわけだが、しかし、直ちにオオクニヌシによって三輪山に祀ることが実践された とは書かれていないのであ 『古事記』はその記述のあと、こ また唐突に「か 、その大年の神、……」 、それまでのオオクニヌシ神話の流れを無視して、スサノヲ 子、大年神の子孫の系譜を述べる。西宮一民は、それを「必然性がない」わけではなく、 「国作りに参画し 土俗神の系譜化」と、 「渡来人の奉祭神を始めとして、有名神社の祭神および農耕文化の表象による神々の系譜化」を述べるためであったとする
注４
が、記述の流れから見
れば、明らかに断絶してい 。大和の三輪 社の祭神を祀ることは、 「国譲り」以後の大和朝廷側 神話統合の段階、崇仁記八年（Ｂ． Ｃ． 一五一）十二月、大田田根命をして三輪山の神を祀らしめたと『古事記』に語るための伏線として、ここに記されたも 、とみるのが、一番 素直な解釈であるようにも思われるところである。しかしまた、次の青木紀元のような見方 できる。
大国主伝承の一考察15
本来、オオナムチの神は出雲の、オオモノヌシの神は三輪の、コ


































































である。 「勇猛な、製鉄炉 四本の押立柱 中の南方の元山柱」の意とい
う注４
。しかし、タケミナカタはタケミカヅチとの力比べに負







































































































































































































































の起原」に改め 西は何方』に所収。 『定本柳田國男集』一九巻 筑摩書房、一九六三
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注
24　
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注
25　
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注
26　「鹿島香取の神と中臣氏とについての疑」 『歴史地理』五四ノ五、
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